
「愛知県その道の達人」派遣事業 実施報告書 

達  人  名 名畑 日加里 先生 （ 飼育の達人 ） 

実  施  校 豊橋市立植田小学校 

実施日・時間 平成２０年６月２４日（火曜日） 

実 施 学 級 ６年１組・２組  対象人数 ４８人（欠席者２名） 

授業の実際 

１ 担任による達人の紹介。 
・日本モンキーセンターの飼育の達 
 人であることを話す。 

２ 達人の話を聴く。 
 ・飼育をしている動物について。 

（写真を見ながら聴く。） 
 ・1日の仕事の様子や職場の様子。 
 ・苦労していることややりがい。 
 ・夢に向かって進んできたこと。 
３ 班で話し合う。 
４ 達人に質問をする。 
 ・この仕事を選んだわけ。 
・必要な資格。 
 ・小学校時代の好きな科目。 
 ・休みはあるか。 
・サルの名前のつけかた等 
５ 達人の話を聞いて、感想を話す。 
 ・楽しくてあっという間だった。 
 ・自分も飼育員になりたい。 

児童生徒の 

感   想 

・飼育員は、サルが逃げないようにとかそうじとかすごく大変だと思った。 
・サルのことは全然興味がなかったけど、話を聞いてサルも結構良いなあと

思った。 
・一番すごいと思ったのはゴキブリ退治の仕方だ。天井から一気に落ちてく

ると聞いて、ものすごく勇気があるなと思った。 
・「将来の夢」の学習で水族館の飼育係について調べていたので良かった。動

物園の飼育員はすごく大変そうだった。掃除や餌やりがすごくつかれそう

だ。水族館でも同じなのかなと思った。多くの生き物の命を預かるので責

任重大だけど、それでもやっていけるのはすごいと思った。 
・わたしは獣医になりたいけれど、話を聞いて、獣医はサルから嫌われてい

るみたいなので少しいやだなと思った。でも名畑さんみたいに明るく元気

で夢に向けてがんばる。 

教師の感想 

子どもたちは動物が好きである。動物関係の仕事に興味を持っている子も

少なくない。しかし、飼育員の仕事で知っていることはほんの一部で、実際

にどのような苦労があるか知らない。日常の仕事の様子ややりがいをうかが

うことができ、自分の「職業調べ」を振り返ることができた。お話が具体的

で飼育員の仕事に関心がなかった子も大変興味を持って聞くことができた。 
 担当者も夢中でお話に聞き入り、写真が撮れなかったのが残念だった。 

 


